
歩けばまちが好きになる。
知ればもっと好きになる。

　
最
近
、
強
引
に
健
康
食
品
を
送

り
つ
け
ら
れ
る
と
い
っ
た
相
談
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
あ
る
日
突
然
、
健
康
食
品
を
送

る
と
い
う
電
話
が
あ
り
、
注
文
し

た
覚
え
が
な
い
の
で
断
る
と
「
注

文
は
録
音
し
て
あ
る
か
ら
弁
護
士

に
手
続
き
さ
せ
る
」「
商
品
を
送

る
」
と
一
方
的
に
電
話
を
切
ら
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
、
商
品
が
送
ら

れ
て
こ
な
い
か
心
配
だ
、
と
い
う

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　
申
し
込
ん
だ
覚
え
が
な
く
購
入

す
る
つ
も
り
も
な
け
れ
ば
、
き
っ

ぱ
り
と
断
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

断
っ
た
の
に
商
品
を
送
り
つ
け
ら

れ
た
ら
、
受
け
取
り
を
拒
否
し
て

宅
配
業
者
に
事
情
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
発
送
元
の
業
者
名
、
住
所
、

連
絡
先
を
控
え
て
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
電

話
で
購
入
を
承
諾
し
て
し
ま
っ
た

場
合
で
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
強
引
な
勧
誘
に
困
っ
た
ら
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　本学後援会の支援で行われた「一流体験」合宿型プログ
ラムに参加しました。これは「学生時代に、日本を代表す
る一流の仕事や芸術に触れる体験をさせる」という狙いで
実施されたもので、学生20人が参加。世界レベルのもの
づくり現場の見学や料亭でのマナー研修、おもてなし研修
などを体験しました。中でも東京ディズニーリゾートでの
おもてなし研修で知った、キャスト（職員）の方々が細か
いマニュアルではなく行動規準を守り行動しているからこ
そ感動的なサービスができること、「初心を忘れない」と
いう思いを大事にしている姿勢が特に印象的でした。
　２泊３日の研修を通じて、諦
めないことの大切さや、批判を
恐れず受け止めることを学びま
した。今回学んだことを今後の
大学生活や就職活動に役立てて
いきたいと思います。

問東北公益文科大学広報担当 ☎41-1117問市消費生活センター ☎26-5761
　（市役所1階まちづくり推進課内）

問市政策推進課政策推進係　☎26-5704

問中央図書館　☎24-2996
13

「一流体験」合宿型プログラムに参加
菅原 彩花（4年）

　
長
い
冬
も
終
わ
り
、
新
緑
が
風

に
そ
よ
ぐ
季
節
。
市
内
各
地
で
は

田
の
神
を
迎
え
、
秋
の
実
り
や

人
々
の
健
康
を
願
う
祭
礼
が
盛
ん

な
頃
で
も
あ
り
ま
す
。

　
５
月
20
日
に
は
酒
田
の
産う

ぶ
土す

な
神が

み

で
あ
る
山
王
社
（
明
治
初
頭
の
神

仏
分
離
令
後
は
日
枝
神
社
）の「
山

王
祭
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
慶
長
14

（
１
６
０
９
）
年
か
ら
、
陰
暦
４ 

月
、
中
の
申さ

る
の
日
を
、
ま
た
明
治

期
の
太
陽
暦
採
用
後
は
５
月
20
日

を
祭
礼
日
と
し
て
、
４
０
０
年
以

上
一
度
も
欠
か
す
こ
と
な
く
受
け

継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　
酒
田
大
火
か
ら
の
復
興
を
宣
言

し
た
昭
和
54
年
に
は
市
民
み
ん
な

の
祭
り
と
な
る
よ
う
「
酒
田
ま
つ

り
」
と
な
り
、
街
の
発
展
と
防
災

へ
の
願
い
を
込
め
て
大
獅
子
が
製

作
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
獅
子
の
原
型
は
下
日
枝

神
社
に
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い

る
雌
雄
一
対
の
獅
子
頭
を
参
考
に

製
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
、

家
族
も
増
え
、
現
在
で
は
大
小
８

体
の
大
獅
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
、
神み

輿こ
し
や
山
車
と
一
緒
に
ま
ち
を
練
り

歩
き
ま
す
。

　
古
来
、
獅
子
は
悪
病
や
災
害
を

除
け
、
幸
運
を
招
く
「
招し

ょ
う

福ふ
く

駆く

邪じ
ゃ

」
の
霊
獣
と
し
て
信
仰
の
対
象

で
あ
り
、
今
で
も
正
月
や
祭
典
に

欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

　
本
市
は
ほ
と
ん
ど
の
集
落
に
伝

承
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い

ほ
ど
獅
子
舞
が
盛
ん
な
土
地
で
、

関
東
・
東
北
地
方
に
多
い
風ふ

流り
ゅ
う

系

で
は
な
く
、
伎ぎ

楽が
く

系
の
姿
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
こ
と
も
珍
し
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
祭
り
当
日
は
、
行
列
の
お
供
を

す
る
獅
子
た
ち
か
ら
、
パ
ワ
ー
を

た
く
さ
ん
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

1
 早

さ
苗
なえ

月
づき

のさんぽ 

大獅子のモデルとなった下日枝神社の雌雄一対の獅子

獅
子
、大
獅
子
、仔
獅
子 

パ
ワ
ー
全
開
の
日

強
引
な
健
康
食
品
の
販
売
に

ご
注
意
！

49

18



今月 は
「
も
の
づ
く
り
探
訪
」を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

市
内
企
業
の
優
れ
た
技
術
力
や
製
品
、

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

◆図書館の本はインターネットでも検索できます。ホームページのアドレスは、http://library.city.sakata.lg.jp/

問中央図書館　☎24-2996

vol.1
株式会社永田プロダクツ
代表取締役社長
永田 則男さん

株式会社 永田プロダクツ

自
動
車
と
い
う
資
源
を
と
こ
と
ん
生
か
す

　
当
社
は
、
不
要
と
な
っ
た
自
動
車
を
適

正
処
理
す
る
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
を
中
心

と
し
た
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
11

月
に
新
社
屋
が
完
成
し
、
本
社
を
東
町
か

ら
高
砂
に
移
転
し
ま
し
た
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
の
流
れ
で
す
が
、
ま
ず
車

体
に
残
っ
た
燃
料
を
抜
き
取
り
、
フ
ロ
ン

ガ
ス
、
エ
ア
バ
ッ
グ
を
処
理
し
ま
す
。
次

に
タ
イ
ヤ
、
オ
ー
デ
ィ
オ
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、

ド
ア
と
い
っ
た
各
部
品
を
取
り
外
し
分
別

し
た
後
、
さ
ら
に
自
動
車
解
体
機
で
鉄
、

ア
ル
ミ
類
、
銅
線
な
ど
を
取
り
出
し
ま
す
。

最
後
に
残
っ
た
車
体
を
プ
レ
ス
し
、
専
門

の
処
理
業
者
を
通
じ
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。

　
再
利
用
可
能
な
部
品
は
、
洗
浄
・
検
査

後
に
中
古
部
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
し
、

全
国
各
地
に
配
送
し
ま
す
。
海
外
で
も
需

要
の
高
い
エ
ン
ジ
ン
な
ど
は
、
タ
イ
や
マ

レ
ー
シ
ア
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
な
ど
へ

向
け
酒
田
港
か
ら
輸
出
し
て
い
ま
す
。

全
国
に
広
が
る
リ
ボ
ー
ン・カ
ー
リ
ー
ス

　
３
年
前
か
ら
、
程
度
の
良
い
車
輌
を
リ

サ
イ
ク
ル
部
品
で
修
理
す
る
こ
と
に
よ
り

再
生（
リ
ボ
ー
ン
）し
、
リ
ー
ス
を
す
る
事

業
も
始
め
ま
し
た
。
１
か
月
単
位
で
契
約

で
き
る
こ
と
か
ら
利
用
者
が
増
え
、
現
在

約
１
５
０
台
を
リ
ー
ス
し
て
い
ま
す
。事
業

に
賛
同
す
る
県
外
の
同
業
者
も
増
え
、
全

国
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　きへんの漢字を選び、写真で見る文字図鑑。
字の成り立ちやその字にまつわる小話、関連
する熟語を紹介。美しい日本の風景写真とと
もに、文字の源を訪ねます。

　にこにこ、やさしい動物のお医者さん、ア
ントン先生はいつも大忙し。病院には毎日い
ろいろな動物がやってくるからです。ところ
がある日、その先生が倒れてしまいます。びっ
くりした動物たちは…。

持
ち
上
げ
た
車
体
の
底
部
か
ら
部
品

を
手
作
業
で
取
り
外
し
て
い
ま
す

　森は、人間が想像できないようなサイクル
の中で生きています。森は未来です。何十年、
何百年後に命をつなぐ未来なのです。世界の
大自然を見てきたC・W・ニコルが、日本の
自然の素晴らしさを伝えます。

【企業の概要】
 沿　　革  昭和42年㈲永田商店創業、昭和52年本社移転（東町）、平成10年㈱永田

プロダクツに組織変更、平成12年山形パーツセンター設立（山形市）、平
成14年北浜リサイクルセンター設立、平成24年11月新社屋竣工（高砂）

 商　　号 株式会社永田プロダクツ
 資 本 金 1,500万円
 住　　所 酒田市高砂字官林続10-11
 代 表 者 代表取締役社長　永田則男
 従業員数 52人
 事業内容  自動車リサイクル事業、貿易事業、リボーン・カーリース、各種保険事業

きへん
池藤あかり／文　野呂希一／写真

青菁社

アントンせんせい
西村敏雄／作

講談社

森をつくる
C.Wニコル／著

講談社

一
般
図
書

児
童
絵
本

中
高
生
向
け

排
ガ
ス
が
出
な
い
電
動
式
自
動
車
解

体
機
で
、さ
ら
に
細
か
く
分
別
し
ま
す

本　社
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